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(2)A社の母分散罐に鋳する信頼係数095め信頼区間を作れ
=

(3)母分摯:こ策して|:=ra2が成立するものとして、帰盤慎説 FO:μ i事 ル を対立仮競″1:μl≠ 燿 に

対 して有意水準■05で検定せよ。

{41帰無領競 I● :罐 =J32を対立領幌
=r罐

>罐|:こ対して有意水準0,05で検定せよ.

澤購l“準の父子の身長を計測したところ、tri=J4),一 ,,tr30、 360)なるデニタが得られたものとする。お

■彙の身彙,7は手の身長とする●単位は1面 とする。このデニタから以下の数饉が得られたものとする.

澤=」:llⅢ =凛
'=2:,二

島曇1=11ほ4

理 =島 E鞣:Fal・ =“ ,■ 霧 =雨Σ (島
二

r‐lt墨 ,1.8

・・・=島E轟二→転…め=120

以下の各間に答えよ.計算過程で小数が現れた場合は適当に四捨五入などしてよい。

(1)回帰直線,■ こ+餞 を計算せよ。

(2)回帰係数|の値からどのようなことが分かるオ、

(3)決定係数を辞算せよ.
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